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令和３年６月４日(金) 

 

生徒支援目標 （１）自ら考え、判断し、行動できる生徒（自立） 

（２）自分自身とまわりの人を大切にできる生徒（協働） 

（３）相手のことや先のことまで考えた言動をとることができる生徒（想像・創造） 
  

「地震」が起こったとき、“自分にできること”は？ 
2018 年 6 月 18 日 7 時 58 分頃、皆さんはどこで何をしていましたか？まさに誰の記憶に

も新しい「大阪府北部地震」が起こったときです。そして、先日の５月１１日 15時 8分頃、大

阪北部で地震があり、本校でも大きな揺れを感じました。この直後により大きな地震が起こるこ

とも想定し、本校では緊急の対応として実際にグランドまで避難することにしました。皆さんの

臨機応変な対応のおかげもあり、６分以内に全員無事に避難することができました。この後に大

きな地震もなく、結局のところ、避難訓練のような形にはなりましたが、実際の大きな避難とな

らず、むしろ避難訓練のような形で終われたことが幸いでした。 

さて、自然災害の中でも特に地震は、このような「想定外」のときに起こるものが多いのが実

際です。「想定外」の状況となったときに、どんな行動を取る必要があるかを「想定」しておく

ことはとても大切です。何よりもまずは『自分の身を守る行動』をとってください。例えば、「机

の下などに隠れる」、「火を使っていたらすぐに消す」、「ドアや窓を開ける」など。では次に、揺

れがおさまったら・・・ どうしたらいいのでしょうか。被災した場所が、学校や普段生活して

いる場所ではなかったら・・・。家族と連絡を取るには・・・。停電などで連絡が取れなかった

ら・・・。「いつ」「どこで」発生するかわからない地震だからこそ、誰もが『自分事』として、 

日頃から地震時の行動について改めて「想定」しておいてほしいです。 

 
 
 

全員が気持ちよく過ごせるために、“今、自分にできること”は？ 
緊急事態宣言の影響で、様々な大きな行事が中止・延期された中、今年度最初の大きな行事と

なった体育祭が昨日無事に大盛況で終わることができました。クラス、学年、クラブ、行事など、

いろんな場面で様々な仲間と過ごし、昨年度までとは異なる“つながり”ができてきたのではな

いでしょうか？そんな新しい１つ１つの大切な“つながり”を強くしていくためには、何よりも

まず「全員が気持ちよく生活できる場所」でなければなりません。これまでの学校生活の様々な

場面で、いろんなことにお互いに気配りをして 

いる皆さんだからこそ、自分とその周りの仲間 

たちだけでなく、学校で生活している他の人の 

様々な気持ちや立場にもなって、「ちょっとした 

優しさと思いやり」で“今、自分にできること” 

を見つけて、実践していってくださいね☆彡 

Let’s work for everyone!! 

     ②「校則（歴史的視点から）」 

 
 

「なぜこんな『校則』があるのか？」と思ったことがある人はどれぐらいいますか？きっと多く

の人が一度はこのように思ったことはあるのではないでしょうか？むしろ実際にそんな「校則」に

よって、「自分が守られた」というより、「苦しめられた」という経験をした人も多いのでは・・・？？

また、先日の生徒総会の皆さんからの要望や意見にも「校則」に関することに対してのものが多か

ったですね。そこで、そのようなことも含め、「校則」というものを改めて考えてみることにした。

今回は歴史的な視点から考え直してみようと思います。 

現在のような「校則」がつくられたことには、明治 

から昭和にかけての社会構造の影響が大きく関係して 

いるそうです。高度経済成長の時代では、効率良く、 

高品質のものを大量に作り上げることが求められまし 

た。また、近代日本社会においては、これまで「集団」 

を重んじ、「出る杭は打たれる」という生活文化の後押 

しもあり、「個性」などよりも「規律」が重視されまし 

た。今まで以上に他の人と調和が取れることが求められる時代であったからです。学校教育にも、

こういった面が強く影響を及ぼしていました。また、校内暴力なども今と比べると激しく、子ども

を力で抑えるような指導が各地の学校で行われていました。 

このような状況における、学校の指導の拠り所になっていたものが「校則」です。教師としては、

その都度、物事の是非を子ども達に説得するのは大変です。学校という組織として決めた「校則」

という形のものを作ることで、子どもを指導しやすくしたのです。そのため生活の細かな部分まで

「校則」として規定されているようなケースがあるのが現状です。 

このような歴史的な経緯から、様々な「校則」の中には、昔（明治や昭和）につくられ、今（令

和）の時代には合わないものがあることも事実です。現在は、子どもの権利条約によって、子ども

の基本的人権を守ることが求められています。昔からある皆さんを管理するための「校則」の中に

は、そういった点で改善が必要なものもあるでしょう。現代の社会状況に合わせ「校則」をより良

いものに変えていく、ただ日本の社会の良さも失わないものにするバランス感覚をまずは大人が持

っていくことが求められるのではないかと考えます。 

小学校から中学校と成長する中で、皆さんが昔からある皆さんを管理するための「校則」に対し

て疑問を持つこともでてくるでしょう。このような「校則」は、きっと現代、そして未来を生きる

皆さんの立場から見ると理不尽だと感じるものが多々あることも事実だと思います。これからを生

きていく皆さんを中心に、これまでを生きてきた教師や保護者の皆様と共に、令和版の皆さんの未

来のための「校則」を考えていくときなのではないでしょうか。 

最後になりましたが、皆さんや保護者の皆様からの「校則」に対する様々なご意見やお考えを、

ぜひ聞かせていただきたいです。今後、そのような機会を持ちたいと考えています。 
 
 

 

 昨日の「体育祭」のための様々な準備を、生徒会本部を中心に、各専門委員会、野球部やサッカー部などが本当に

テキパキと積極的に取り組んでいました。そのような支えがあっての最高の体育祭となったことを忘れずにネ♪ 

  

学校教育において、これまで当たり前と思っていたことを、皆さんと一緒に

改めて考えていきたいと思います。 

“ホッ”と、うれしくなる 

ニュースをお知らせします♪ 

そもそも「校則」とは・・・ 

文部科学省によると、「校則」とは「児童生徒が健全な学校生活を

営み、より良く成長・発達していくため、各学校の責任と判断の下

にそれぞれ定められる一定の決まり」とされています。生徒の生活に

関わる様々な部分について決められている「校則」は、学校によって

も様々ですが、具体的には、「外見・身だしなみ（スカートや靴下の

長さ、髪型、下着の色など）」「プライベート（異性との交際、放課後

や休日の行動制限など）」「所持品・趣味など（携帯や音楽機器の所持、

ゲームに取り組む時間など）」といったようなものが見られます。 

＜連 絡＞ ６月１８日（金）に大地震を想定した避難訓練を行います。先日（5/11）の実際に起こった地震での避難を振り返りながら、改めて皆さんで真剣に「誰一人取り残さない」 

避難を実践しましょう！また、裏面に「地震に関するQ&A」と「地震発生時の心得 １０ヶ条」を載せておきますので、事前に必ずご一読ください。 

 

「ハチドリのひとしずく－いま、私にできること－」 （辻 信一監修 引用） 

森が燃えていました 

森の生きものたちは われ先にと逃げていきました 

でもクリキンディという名の ハチドリだけは いったりきたり 

くちばしで水のしずくを一滴ずつ運んでは 火の上に落としていきます 

動物たちがそれを見て 

「そんなことをして いったい何になるんだ」 といって笑います 

クリキンディはこう答えました 

「私は、私にできることをしているだけ」 

 



 

 

 

 

 

 


